
スーパー等の生活利便性を満たす施設
の誘致による買物不便環境の解消や、野
川の景観を活かしたカフェ等を検討しま
す。

国立天文台周辺地域土地利用基本構想策定に向けた基本的な考え方（案）①全体のまちづくり編

天文台の森の学校

天文台の豊かな自然、ゆとりと可変性のあ
る教室など良好な学習環境の中で、これまで
以上に一体感のある小・中一貫教育の実現と、
学校３部制のモデルとなる「森の学校」を創
ります。

天文台のあるまち三鷹

市民の願いのもと、天文台が三鷹に
移転して100年。これからの100年も、
自然環境や観測環境を大切にしながら、
天文台とともに歩める関係を築きます。

みんなが集うまちの拠点

学校を含む施設全体を地域の共有地（コモ
ンズ）と位置づけ、子どもから大人まで多く
の世代が森の中に集う、居心地の良い交流の
場を創ります。

守り×育み×集う

天文台の森

PROJECT

第七中学校

大沢の里

大沢台小の将来的な跡地利用

交通手段
の充実

西部図書館

買物不便環境の解消

地域の身近な交通手段

AIデマンド交通の拡充のほか、
将来的には次世代交通手段の検討
など、域外からも地域を楽しむま
ちを目指します。

※掲載の内容は現時点での目標イメージです。

羽沢小と大沢台小を第七中と隣接した天文台
敷地北側ゾーンに移転し、天文台の森の保全・
再生を基本理念とした自然豊かな学習環境と天
文台との連携の中で、義務教育学校の制度を活
用した新しい小・中一貫教育校として魅力ある
最先端の教育を展開します。

また、小学校を含む施設全体を地域の共有地
「おおさわコモンズ」と位置づけ、多世代が集
う居心地の良い交流の場と、地域の防災拠点を
創ります。

国立天文台

命と暮らしを守る防災拠点

地震・風水害等あらゆる災害に対応
可能な防災の拠点と位置づけるととも
に、在宅避難者に対する支援拠点とし
ての機能の充実にも取り組みます。

羽沢小の将来的な跡地利用

大沢台小学校
（学童を含む）

羽沢小学校
（学童を含む）

一時避難場所機能の継続

将来的な土地利用転換
後も、野川沿いの震災時
の一時避難場所としての
機能継続を検討します。

図1,2出典：「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について最終報告」（令和4年3月）学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議
図3出典：「国内におけるスクールバス活用状況等調査報告（平成20年3月）」文部科学省

出典：
国立天文台

図1:出典
右下参照

守り×育み×集う天文台の森 PROJECT

通学へのサポート

現状より遠くなる低
学年児童向けには、ス
クールバス等の導入を
検討するなど、通学を
サポートします。

図3：出典右下参照

おおさわコモンズ

新たな三鷹の教育の場

図2:出典
右下参照

誰一人取り残さない複線的な学びを支
援するため、市内全域の子どもを対象に、
子どもの個性に寄り添い、主体的で深い
学びを実現する新たな教育と活動の場を
検討します。

不登校や、特定分野に特異な才能のあ
る児童・生徒が、通常のカリキュラムに
ない学びができる仕組みの構築について、
天文台とも連携のうえ検討します。

１

◆羽沢小と大沢台小の移転による効果
浸水予想区域に立地する羽沢小を安全な高台に

移転することで、子どもたちの安全・安心な学校
施設等の確保と防災の拠点化が図られます。

天文台敷地北側ゾーンは、大沢台小の学区内で
あることから、大沢台小についても移転すること
で、新校舎において天文台と連携した魅力ある教
育を大沢地区すべての児童が享受できるようにな
ります。また、第七中と隣接することで、これま
で以上に一体的な小・中一貫教育が可能となる義
務教育学校の制度を活用し、義務教育９年間の教
育効果を高めることができます。

出典：
LIGARE



国立天文台周辺地域土地利用基本構想策定に向けた基本的な考え方（案） ②天文台敷地北側ゾーン編

天文台の森の保全・再生を基本理念とする「おおさわコモンズ」では、羽沢小と大沢台小を第七中と隣接する天文台敷地北側ゾーン
に移転し、小・中一貫した最先端の学びを実現する「天文台の森の学校」を中心に、施設全体を地域の共有地（コモンズ）と位置づけ、
子どもから大人まで多くの世代が森の中に集う居心地の良いまちの交流の場と、地域の防災拠点を創ります。

小・中一貫した最先端の学び

○義務教育学校の制度を活用した一貫教育
○天文台との連携による深い学び
○STEAM教育※1を通した探究的な学び
○自然環境を活かした情操と人格の形成

働きやすい教職員ラウンジ

○広く、効率的な教職員室の執務環境
○情報交換・共有・休憩の場としての

ラウンジ空間の確保

施設全体が防災拠点

○避難所運営を想定した体育館等の整備
○良好な避難所生活を送る施設の工夫
○車での避難も想定した施設整備
○在宅避難者に対する支援拠点機能

ゆとりある未来の教室空間

○快適でぬくもりを感じる生活空間
○多様な学びを実現する学習空間
○可変性や余裕のあるゆとりの空間

地域と共有する特別教室

○子どもたちの好奇心を育む特別教室
○地域の利用を前提とした低層配置
○子どもと大人の日常的な活動の場

天
文
台
の
森
の
学
校

天文台の森の保全・再生

○天文台の豊かな森を市民にとっても貴重
な財産と位置づけ、次世代につなぐ保
全・再生

○自然豊かな憩いの場となる森の屋外空間

【天文台敷地】

○浸水予想区域に
立地する羽沢小
の移転

○大沢台小の移転
による教育的な
効果

○おおさわコモン
ズを基盤とした
地域の拠点化

【背景】

○自然災害への
対応

○天文台敷地北
側ゾーンの有
効活用

○地域課題の解
決と三鷹市の
教育の方向性

おおさわコモンズ

守り×育み×集う

天文台の森

PROJECT

※1 STEAM教育とは一般的には理系・文系と分断せず、分野横断的に学ぶ総合知を身に付ける教育であり、探究的学びを進めるうえで
必要な問題を見つける力や解決する力をはぐくむ教育のこと。
Science：科学、Technology：技術、Engineering：工学・ものづくり、Art：芸術・リベラルアーツ、Mathematics：数学 の頭文字。

図1,2,3,4,5出典：「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について最終報告」
（令和4年3月）学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議

図1:出典右下参照 図4:出典右下参照

カフェ等併設型の図書館

○域外からも訪れたくなる居心地の良い
森の図書館

○森を眺望できるカフェや
多目的なワークスペースなどの併設

○学校・星と森と絵本の家との連携等

図2:出典右下参照 図3:出典右下参照

み
ん
な
が
集
う
ま
ち
の
拠
点

天文台敷地北側ゾーン

第七中学校

※土地利用範囲は今後検討します。

※掲載の内容は現時点での目標イメージです。

出典：国土地理院撮影の航空写真

２

図5:出典
右下参照

命
と
暮
ら
し
を
守
る
防
災
拠
点
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自然環境調査について

「東京における自然の保護と回復に関する条例」に基づき、国立天文台敷地の北側ゾーンを中心に、一連の森を形成している国
立天文台敷地の南側ゾーン（隣接する東京大学の敷地を含む。）等において、動植物等の調査を実施しました。
（調査期間：令和５年１～10月）

作業状況 主な注目される種

猛禽類
調査

昆虫類
調査

大径木
調査

植物相
調査

東大

国立天文台

Ｎ

国立天文台北側ゾーン
（約4.78ha）

調査範囲

分類 種名 北 南

植物 シノブ 〇 〇

アマナ 〇

ギンラン 〇 〇

キンラン 〇 〇

哺乳類 ニホンアナグマ 〇 〇

鳥類 フクロウ 〇 〇

センダイムシクイ 〇

爬虫類 ニホンヤモリ 〇 〇

ニホンカナヘビ 〇 〇

昆虫類 ジャノメチョウ 〇

トゲアリ 〇

クモ類 キシノウエトタテグモ 〇

猛禽類 オオタカ 〇 〇

ツミ 〇 〇

※ 北：国立天文台北側ゾーン
南：国立天文台南側ゾーン

※注目される種：
環境省及び東京都レッドリストカテゴリ区分の掲載種

４



遺跡試掘調査について

国立天文台敷地の北側ゾーンは、「文化財保護法」の規定に基づく埋蔵文化財包蔵地となっています。今後の土地利用にあたり、
遺跡の本掘調査が必要な範囲を明確にするため、遺跡の試掘調査を実施しています。
（調査期間：令和５年６～11月末（予定））

作業状況

主な出土状況

ハ ジ キ

国立天文台北側ゾーン
（約4.78ha）

試掘範囲

第七中

Ｎ

・遺物 石器礫群の破片（旧石器時代）、陶磁器（江戸時代）
・遺構 溝・箱状の掘込み（江戸時代）

５
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